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      ２０１０年５月 Ｖｏｌ．１２ 

弁護士法人よつば総合法律事務所ニュースレター 

お問合せ 弁護士法人よつば総合法律事務所  

フリーダイヤル 0120‐916‐746 info@yotｓubasougou.com http://www.yotsubasougou.jp/ 
〒277－0005 千葉県柏市柏 1丁目 5 番 10 号 水戸屋壱番館ビル 4 階（マツモトキヨシの向かい） 

受付時間：午前 9時～午後 6時  ※土曜・日曜・祝日 応相談 

 

 

 

 

法律関連のニュースや当事務所の近況などを，ニュースレター会員の皆様に 

お送りさせていただいております。四季折々のお手紙としてご理解いただき 

当事務所の近況やご挨拶のほか，少しでもお役に立てる情報になればと 

思っております。 

 

 

 

  

 

 

 

（１）契約書の確認は重要です。 

契約書を作成する際に，将来トラブルになることはあまり想像していないことが多いかもしれ

ません。契約をする段階でトラブルになったときのことを考えること自体「縁起が悪い」かもしれ

ません。しかしよく考えてみて下さい。時間が立てば状況も変わります。「最初はよいと思って契

約書に署名したけれど・・・」，ということもあるはずです。契約書を作成し，押印をする前には必

ず内容を確認しましょう。後々争いになった場合，裁判所では契約書に記載してある内容につ

いては特別の事情がない限り記載どおりの合意をしたと判断する可能性が極めて高いです。 

（２）契約書の確認のポイント 

契約書を作成する際に最低でも確認しておいていただきたいのが，契約をどのような場合に

解除（解約）できるかと言うことと，契約違反の場合の損害賠償額についてです。「契約を辞め

たいが，何百万円も損害賠償を支払わなくてはいけないので契約を辞められない」「契約を解

除したら１０００万円以上の損害賠償を請求された」と言うような事案もあります。 

また，細かいことですが，遠方の会社と契約をする場合には，裁判をどこの裁判所でするか

ということも決めておいた方がよいことの一つです。遠くの裁判所に裁判を起こされた場合，仮

に裁判に勝ったとしてもそれだけで重大なデメリットが発生します。 

（３）契約書の解釈は専門家の判断が必要です。 

   契約書の条項の中には，記載どおりの効果が裁判になった場合認められるものもあります。

他方，記載どおりの効果が認められないものもあります。例えば，建物の賃貸借契約において

「賃料を１ヶ月でも怠った場合には即座に契約を貸主は解除できる」という規定があったとしま

す。しかし，実際には，大家さんが建物の明け渡しを請求するためには，１ヶ月の家賃滞納では

不十分とされることが多いと思われます。少なくとも２ヶ月から３ヶ月位の家賃滞納は必要でしょ

う。また，即座に解約できるという記載があったとしても，実際には即座の解約ではなくて一度

家賃の請求をきちんと書面による証拠が残るような方法（内容証明郵便）等により行っておく必

要があります。 

契約書は，トラブルになるはずがないと思って軽い気持ち

で作成せず，よく内容を確認しましょう。 

契約書作成の際の注意点 
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